平成24年1月30日(月)　行動科学（担当：小宮山智志）
「観察」→仮説→<インプリケーション>！現実の問題：大学卒業者割合を題材に考えよう！
I. はじめに
　行動科学では「まず観察、そしてその観察結果が生じた原因を考える」こと練習をしてきました。原因から、観察結果までの間の過程（人々の行動や考え方）を記述したのが仮説です。そしてその仮説が正しいとしたら、こんな事実があるはずだ、こんなことが起きるはずだという推測がインプリケーションです。私たちは、観察する、仮説を立てる、そしてさらにインプリケーションを確かめる<観察>を行うことを学んできました。
　教室内の実験として社会的ジレンマゲームの協力行動、映像資料として「謎解きはディアンーの後で」の犯人探し、そして現実の問題として、結婚式場の選び方、ドラッグストアの店舗選択、皆さんの課題、そして教室の座席の埋まり方を例に具体的に考えてきました。
II. 課題
　今日の補講では、新潟県にとって切実な問題、大学卒業者割合（平成12年度）について観察し、仮説をたて、インプリケーションを考えてみましょう。皆さんの本日の回答は、情報社会論の第一回目（または第二回目）で紹介させていただきます。いままで同様、以下の3つのグループワークを行い、レポートに文章でまとめましょう（別紙回答用紙：グループワークレポート）。
グループワーク①「観察」編
　図1の日本統計地図は、平成12年の国勢調査をもとに、15歳以上人口に占める短大・大学卒業者の割合を、都道府県・市町村別に地図上に表したものです。　　　　　まずは観察です。この地図をみて、“どのような地域が短大・大学卒業者割合が高い（または低いのか）”観察結果をまとめよう。
グループワーク②仮説編
　「観察」編でまとめた結果が生じる過程（仮説）を考えます。仮説は最後には「観察」編の事実にたどりつかないといけないですね。観察した事実と矛盾がない仮説を考えましょう。ヒントとしてNG例を紹介します。「大都市ほど、短大・大学卒業者割合が高い」というのは良い仮説ではありません。なぜ大都市は、短大・大学卒業者割合が高いのかの「なぜ」の部分の説明がないからです（この説明がないとインプリケーションを考えるときに困ります）。
　例えば大都市は、大学がたくさんあります（東京都には平成17年現在で、187の短大・大学があります。新潟県には21、全国には1213です（表1））。大学が近くにある方が、経済的負担がなく進学することができます。しかしこの説明だと、まだ観察した事実にたどり着きません。長野県や富山県など新潟県に隣接する県が新潟県よりも、短大・大学卒業者割合が高いことは説明がつきません。県内の大学数、そして高速道路や新幹線などの県内・県外の交通手段が豊富で、大学がたくさんある地域に安く引っ越せたり、帰省・上京しやすかったりすることを考えれば、新潟県も長野県や富山県並みの割合でもおかしくないはずです。市町村別の地図をみると長野県や富山県は20％以上の割合の地域が少なからず存在しますが、新潟県は新潟市のみです（むしろ山形県の状況に近い。山形県の大学数は新潟県の1/3の7。新潟県に比べると、県内・県外への道路・交通手段も乏しい）。なぜだろうか。現在の若者のみのデータではなく、高齢者までのデータ（現在だけでなく、過去の進学率も反映している）であること、そして大学卒業した後、「どうするのか」も考慮に入れましょう。
表 1　都道府県別短大・大学数（平成17年『学校基本調査』より作成）
	順位
	都道府県
	短大・大学数
	順位
	都道府県
	短大・大学数

	1
	東京都
	187
	25
	長崎県
	14

	2
	大阪府
	94
	26
	山梨県
	14

	3
	愛知県
	81
	27
	熊本県
	14

	4
	兵庫県
	61
	28
	秋田県
	13

	5
	北海道
	55
	29
	福島県
	13

	6
	福岡県
	55
	30
	岩手県
	11

	7
	神奈川
	51
	31
	三重県
	11

	8
	京都府
	48
	32
	滋賀県
	11

	9
	千葉県
	43
	33
	愛媛県
	11

	10
	埼玉県
	42
	34
	鹿児島
	11

	11
	広島県
	30
	35
	富山県
	10

	12
	群馬県
	26
	36
	大分県
	10

	13
	岡山県
	26
	37
	宮崎県
	10

	14
	静岡県
	22
	38
	香川県
	9

	15
	新潟県
	21
	39
	沖縄県
	9

	16
	岐阜県
	21
	40
	山形県
	7

	17
	宮城県
	20
	41
	徳島県
	7

	18
	長野県
	18
	42
	福井県
	6

	19
	奈良県
	18
	43
	高知県
	6

	20
	栃木県
	17
	44
	和歌山
	5

	21
	石川県
	17
	45
	佐賀県
	5

	22
	茨城県
	16
	46
	島根県
	4

	23
	青森県
	15
	47
	鳥取県
	3

	24
	山口県
	15
	　
	合計
	1213


グループワーク③<インプリケーション>編
　自分の仮説が正しいとしたら、新たにどんなことを調べたらいいのか、考えましょう。仮説が正しいとしたらこんな事実があるはずだ、こんなことが起きるはずだという推測をインプリケーションと呼ぶのでしたね（教室の座席の埋まり方編参照）。インプリケーションと、そのインプリケーションを確かめる方法を考えましょう。
III. おわりに
　スーパーマーケットのビデオ（2010年1月13日　クローズアップ現代 激安に異変？　消費者つかむ新戦略 ）で学んだように、仮説を立てる力が、現在、社会で求められています。これは情報システムをつくる分野でも同様です。ぜひここで学んだことを、将来に活かしていただければ幸いです。
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[回答用紙]　　提出者氏名　　　　　　　　　　　（学籍番号　　　　　　　）
グループメンバー
氏名　　　　　　　　（学籍番号　　　　　　　）氏名　　　　　　　　（学籍番号　　　　　　　）氏名　　　　　　　　（学籍番号　　　　　　　）
①「観察」編　グループワークレポート（気がついたことを、どんどん書こう。文章でまとめましょう。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②仮説編グループワークレポート（仮説を文章でまとめましょう。最後は必ず上記の観察結果にたどり着こう。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
③<インプリケーション>　編グループワークレポート（たくさんインプリケーションを考えて、文章でまとめましょう。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
図1都道府県別・市町村別短大・大学卒業者割合（平成12年）








